
国内初セーフコミュニティ国際認証都市 

 

けがや事故を予防しよう 

セーフコミュニティとは 
 セーフコミュニティ（ＳＣ）とは、ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨する「けがや事故などは偶然の結果ではなく、予防

することができる」という理念に基づいて、体系だった方法によって、地域社会全体が協働で安全安心に取り組ん

でいるコミュニティのことで、亀岡市は国内で初めてＳＣの認証を取得しました。 

 亀岡市では、市内で発生しているけがや事故の現状及び課題などから、自殺、高齢者の安全対策、交通安全

対策、防犯、スポーツの安全対策、乳幼児の安全対策の６つの対策委員会を設置し、市民の皆さんとともに安

全・安心なまちづくりを進めています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

セーフコミュニティの再々認証・セーフスクールの再認証に向けた 

現地審査を実施します 

７月２日（月）～６日（金） 
  

亀岡市では、平成２０年に国内で初めてセーフコミュニティの認証を取得して以降、安全安心なまちづくりを推

進する取り組みを継続して行ってきました。 

今年度は、セーフコミュニティ再々認証、セーフスクール再認証に向けて、7 月 2 日（月）～6 日（金）の日程で

海外から審査員を招き現地審査を実施します。(7/2 は審査員による現場視察。) 

審査では、各対策委員会や小学校、保育所等が取り組みの内容や成果を発表します。 

セーフコミュニティとセーフスクールの取り組み内容を確認いただく良い機会となりますので、皆さんもぜひお越し

ください。 
 

セーフコミュニティ セーフスクール 

ところ：亀岡市役所 １階市民ホール ところ：各取組小学校・保育所（園） 

 

７月３日（火） 

9:20～10:20 概要説明 
11:00～12:00 サーベイランス委員会 
13:30～14:30 乳幼児の安全対策委員会 
14:45～15:45 自殺対策委員会 
16:00～17:00 防犯対策委員会 
 
７月４日（水） 

8:25～10:00 活動視察 
       （京都学園大学体育館） 
10:30～11:30 交通安全対策委員会 
13:00～14:00 高齢者の安全対策委員会 
14:15～15:15 スポーツの安全対策委員会 
16:00～17:00 審査員講評 

 
７月５日（木） 

9:30～10:00 市立保育所概要説明 
       （別院保育所） 

10:00～11:00 別院保育所 
11:30～12:30 中部保育所 
13:55～17:00 曽我部小学校 
 
７月６日（金） 

9:20～10:20 東部保育所 
10:50～13:30 あゆみ保育園 
       （上西山あゆみ保育園） 
14:00～15:00 保津保育所 
16:00～16:40 審査員講評（市民ホール） 

 ※上記日時は現時点の予定であり、今後変更することがあります。 
 
 
 

３月は自殺対策強化月間です 

Vol.30 平成 30 年 6 月号 

セーフコミュニティの現地審査を実施します(7/2~7/6) 
～５年間の活動と思いを乗せて～ 

(スケジュールの詳細は最終ページに掲載しています) 

問 亀岡市総務部自治防災課 電話 0771-25-5097 FAX 0771-24-5501  E-mail 1sc2008@city.kameoka.lg.jp 

   〒621-8501 亀岡市安町野々神８番地 

参加費：無料    申し込み：当日受付 



 
 
 

 安全で安心な学校・保育所・保育園づくり 

セーフスクールとは 

 体と心のけがやその原因となる事故、いじめ、暴力を予防することによって、安全・安心な学校や保育所づくりを

進める活動がインターナショナル・セーフスクール（ＩＳＳ）です。 

 亀岡市立曽我部小学校、社会福祉法人倣
ほ う

襄会
じょうかい

亀岡あゆみ保育園、亀岡市立保育所８カ所（本梅、東本梅、

川東、中部、東部、第六、別院、保津）がＩＳＳ認証を取得し、現在も取り組みを進めています。 

 今回はセーフスクール現地審査を実施する学校や保育所の取り組みを紹介します。 

 

みんなで通学路の安全を確認します 

曽我部小学校のＩＳＳ一斉下校 

 

４月２１日、曽我部小学校で、子どもたちと保護者、教 

 員が一緒に下校し、通学路の安全や危険箇所の確認をする 

 ＩＳＳ一斉下校が実施されました。 

 危険箇所だけでなく、もしもの時は助けを求められるよ 

うに、通学路にある「こども１１０番の家」の場所も確認 

しました。 

 大人の目と子どもの目で通学路を確認することによって、 

よりきめ細かく点検できただけでなく、子どもたちが地域 

に見守られていることも実感できる機会となりました。 

 

  

元気に交通安全宣言！ 

あゆみ保育園が春の全国交通安全運動スタート式に参加 

 

 ４月６日、亀岡警察署で開催された「春の全国交通安全 

運動スタート式」にあゆみ保育園の５歳児約６０人が参加 

しました。 

 スタート式には、亀岡消防署など交通安全に関わる多く 

の団体も参加し、園児たちも様々な体験を楽しみました。 

 最後には園児たちが交通安全の歌を参加者に披露し、 

元気に交通安全宣言をして、式を締めくくりました。 

 

小学校の生活を知ろう 

東部保育所と詳徳小学校の安全教室 
 

 ６月８日、東部保育所の５歳児が詳徳小学校を訪

問して、小学校の生活を知る安全教室が開催されま

した。 

 安全教室では、教頭先生から登下校の注意点や学

校の安全ルールなど、小学校での約束について教え

てもらいました。また実際に校舎内を歩き、授業や

休み時間の様子を見学しました。 

 今後も子どもたちが安全に小学校に入学できるよ

うに、連携を深めていきます。 

命の大切さを伝えよう 

中部保育所のひまわりの絆プロジェクト 
 

５月１８日に、亀岡警察署で行われた「ひまわ

りの絆プロジェクト」に中部保育所の５歳児が参

加しました。 

このプロジェクトは、平成２３年に交通事故で

亡くなった当時４歳の男の子が育てていたひまわ

りの種を植え、全国でそのひまわりを咲かせ、交

通安全と命の大切さを伝えていくもので、毎年市

立保育所も参加しています。 

親子で笑顔の花を咲かせよう 

別院保育所のＩＳＳげんきっこプロジェクト 

 

 ６月２日、別院保育所でＩＳＳに親子で取り組ん

でもらう「ＩＳＳげんきっこプロジェクト」を昨年

度に引き続き実施しました。 

 このプロジェクトは、保育所と運動場をつなぐベ

ランダで転倒のケガが多いことから、プランターを

設置することで子どもの動線を変え、ケガを防止す

ることを目的にスタートしました。 

 この日は親子でプランターに花植えをしてもらう

ことで、保護者にも一緒に保育所の安全について考

えていただきました。 

地域の子どもも一緒に学ぶ 

保津保育所のＩＳＳ親子交通教室 

 

 ５月１５日に、保津保育所で園児と未就園児の

親子を対象に、ＩＳＳ親子交通教室を開催しまし

た。 

 亀岡警察署・保津駐在所の方から、横断歩道を

渡る時のルールを教えてもらい、保津保育所の子

どもたちも一緒に安全な渡り方を体験しました。 

 また保護者には、実際に起きた事故の事例を通

して、子どもから目を離さないよう注意を呼びか

けました。 


